
第占回日米文化教育会議最終
コミュニケ

／９７０年３月（東京）

第３-回日米文化教育会議は、／９７０年３

月／８日から６２３日まで東京で廃催された。

会議は、第／回会議以来の両国間の文化教育

交流の総合的検討芹行なった後、今後におけ

る両国間の文化教育交流および1筋B力寺拡大さ

せるための諸方.策、アジア諸国に対するそれ

ぞれの文化教育計画の教験の交換並びに日米

両国の有識層・文化人の間の相互遅解存増進

させるための諸問題に関し討議ぞ行なった。

会議は、最近急速に発展しつつある両国:関

係に対応して富文化教育交流事業寺拡大する

必要性が一層高まったこと、および社会の急

速な変化に伴って、新しい文化教育上の話.問

匙が生じつつあること存認め、次○勧告存採

択した。

(/）教育交換の拡大計画に僕する諸問題およ

び両国民の相互理解の塔進に関する諸問題

（



について、ひきつづき討議秀行なうことと

し、その-ためそれぞれの分野の専門家の会

合芹行なうこと。

②両匡1間の次の分野における交流活動矛日

米両国において奨励すること。

イ、新聞、テレビジョンその他マスメテ別
－－－，．゜

ア関係者の交流

ロ軍両国の産業界が文化教育面で行なって

いる国際交流活動に関する情報の交換

ハ冠両国の初等中等学校教員および中等学

校生徒の交流

＝魂両匡1の中等学校お主び大学における相

手国の文化、歴史に関する教育

・ホ、世代間の断層の問趨および青少年問題

についての'情報交換

へ、テレビ番組の交流

(5)両国において従来から行なわれている吹

の事業斧さらに強化すること

人アメリカにおける日本研究および日本

守

●



におけるアメリカ研究

ロ、アメリカ人に対するＢ本語教育お主び

日本人に対する英語教育

ハ、留学生に対､するカウンセリンク

ニ、日本における人文および社会蒋学の成

果を紹介する文献の翻訳

ホも、人文お主び社会科学分野の共同研究

へ、図書館職員、図書資料および図書館の

管理・運営に関する情報の交換

例大学についての共通問越に関し適当な時

期に質係専門家によるセミナーを開催する

こと。



上｣し--..トー

…』ﾊﾌﾞ会議が討議した各議題についてのハイライ

トは、次のとおりであった。

（/）ｉ第／回会議以来の両国間文化致育交流の

Ｌ総合的検討

両国代表は、第/回の会議以降現在まで

の８年間に払われた多くの努力の結果とし－‐

て、文化教育の交流が一段と推進されたこ

とを認めた。

■とくに、アメリカにおける日本研究、日

本におけるアメリカ研究お主び図書館協力

の成果が高く評価された。言語教育、芸11f最

交流事業等については、今後さらに促進す～

ろ必要かあることが指摘された。萱'た、他

の分野に比べて立ち遅れていた人文および

社会科学の領域における共同研究について

は、これが組織的、かつ、活発に実葹され

るにいたったことが高く評価された。

会議は、両国民の間の一層効果印を理解

を図るためには、日本研究お主び米国研究．



を含む人文科学お主び社会科学の分野での

一層多くの専門家の霧成と交流を促進する

ことが急､溌であることを認』わ、かつ、この

会議設立の趣旨に立ちかえって重要な研究

課題を設定して共同研究をさらに進めると

ともに、日米双方とも相手巳匡'民のもつ価

値餅に対する理解を深めることが必要であ

、

一一ﾛ●●

ることか指摘された。

董允、それぞれの国民が相手匡|について

の正しいイメージをもつことによって誤解

の発生を防ぐ上で、新聞とテレビジョンか

大きな役割を果たすことにかんがみ、新薦

記者お主びテレビジョンプロデューサーの

交流の活発化が望ましいことが強調された。

さらに、両匡|代表は、外匡|語としての日

本語または外国語としての英語の教育に関

し、現在双方か行なっている事業の強化お

よび教育方法の改善について、両国の関係

者力且常時情報および意見の交換を行なう



ことか望ましいことを指摘した。

②アジア諸国に対するそれぞれの教育文化

計画の経験の交換

日米両国は、この分野で多くの類似の経

験をもっていることにかんがみ、かつ埴両

国の経験についての情報と意見の交換かそ

れぞれの匡|で行なわれている事業の改善に

役立つことを認め、両国のこれまでの経験一

とこれら０経験から生じたさまざまの問題

点について意見を交換した。

とくに、留学生の受入れの問題について

は、㈹受入れ国の言語を能率酌かつ効果的

に修得させること、回留学生の派遣国の国

情に精通した専門家を養成すること、㈹留

学生の母国の国'情に即した/受入体制および

教授方法を研究･すること、並びに目留学生

が帰国後において留学中に修得した知識お

主び技術を生かしうる主う配慮するとどの

必要性が強訴された○

●
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(3)教育交換計画の拡大とこれに関連する問
一・－－－－－－－－－－－－－－．－￣－－￣■

題

会議は、日米両国が一層緊密な関係に移

行しつつある新しい'情勢に対応して新たな

観点から、両国間の教育交換のあり方およ

びその拡大の方途について意見の交換を行

●

一一・・・

なった。

両国代表は、今後の両国間の教育交換を

一層効率的に実施するため学生、学者、研

究者の交換の重要性を指摘するとともに、

さらに、両国の相互理解にとって特に影響

力の強い新聞、テレビジョン等の分野にお

ける関係者の交流を含めることの望ましい

ことか指摘された、

両国代表は、さらに、政府の関与Lする公

の教育交換計画は、民間賢金では実現が困

難な分野、とくに、日本におけるアメリカ

研究、アメリカにおける日本研究、日本人

に対する英語教育、アメリカ人に対する日

●



本語教育、並びl/と人文および社会科学の分

野に重可点をおくぺきことを指摘し、また、

その実施に当っては、それぞれの分野で質

的に優れた者を選ぶことが必要であること

が指摘された。また、過去において、両国

間の公の計画により米国に留学した日本人

の多くが現在日本の各界の中堅となって該お

り、他方同計画により日本に留学した米国

人の多くが米国における日本研究を推進し

ていることは、この計画の果してきた大き

な役割を実証するとともに、これを高く評な役割を実証するとともに、これを高く評

価すべきであることが指摘された。

(判両国の有識層・文化人の相互理解増進に

関する諸問題

会議は、日米両国の有識者の相互理解を

妨げている要因およびこれらの要因を緩和

し、相互理解を増進する方法についてず-十

分な分析を行なった、

両国代表は、両|ヨ民の相互理解を困難に



している要因は、単に両国の言語および伝

統が異なることにあるばかりでなく、両国

間の政治および経済の問題とも無関係でな

いことをも考慮に入れて、両国の広い範囲

の知識層および文化人の間の相互理解の促

進が、阻害要因の除去を図る上で、大きな

役割を果すことを指摘した。

両国代表は、またず両国の社会がそれぞ

れ急速に変化していること、およびそれぞ

れの社会の内部における断絶の現象も上記

の問題と関係かあることを指摘した。

会議は、第イＬ回会議の最終コミュニケに基

づき設立された日米文化教育協力に関する合

同委員会の両パネルの事務局を強化すべきこ

とを勧告した｡

／９７．２年ワツントンにおいて開かれる次

回会議の期日は、 ／９７／年ハワイで開

かれる合同委員会において協議する。
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